


令和６ 年度共同募金運動 ご協力のお願い 

■共同募金のフィールドは「地域」です。

共同募金会は、みなさまの身近にある福祉の課題

を 解決するために、各市町村に共同募金窓口を置

き、 寄付金募集と助成を行っています。 

令和５年度 

群馬県の助成総額  約２億５８００万円 

市町村福祉へ助成  約１億８６００万円

群馬県の福祉活動へ  約７２００万円

市町

■災害時にも地域の福祉を支えます。
大規模災害に備えて、寄付金の一部を準備金として積み立てています。 

被災地の住民を支援するボランティア活動、ボランティアセンター運営には欠かせない資金です。

助成額の約 70%超は市町村へ 

（市町村ごとに割合は異なります）

県域 市町村

市町村
県 

令和６年１月能登半島地震災害 

全国の共同募金会から準備金が拠出 約３億３千万円余

■助成額を決めてから募金（寄付）を集める仕組みです。

共同募金は、地域ごとの使い道や集める額を事前に定めて、募金を集める仕組みです。 

これを「計画募金」と呼び、「推進計画」を明確にすることにより、市民の理解と協力を得やすく

しています。太田市共同募金会では「推進計画」を基に、1 世帯当たり 300 円の目安額などを定め

て募金を呼びかけています。 

じぶんの町に、困っている人がいる。 
その人たちが一番必要としているもの、
それは人のチカラです。手をとって、
支えてくれる人の存在です。 
赤い羽根共同募 金は、困っている人を

「支える人を支 える募金」。
それが、 赤い羽根の役割なのです。  



県内全域で集められた募金は、まず群馬県共同募金会に集められた後、地域配分として太
田市共同募金委員会へ配分されます。地域を良くするために市内のＮＰＯ法人や福祉団体、
保育機関などで役立てられます。 

※地域配分とは
各市町村委員会が策定する共同募金推進計画に基づき、その地域の福祉の充実を目的とし
た事業に対し、各委員会が配分を行うことです。

■とりのはね保育園

（備品整備配分 遊具購入） 

古い遊具が多く、子ども達のケガが心配で

したが大型遊具を購入させていただいたこ

とで、安全にのびのびと遊べるようになりま

した。ありがとうございました。 

他にも、こんなことに使われています。 

■任意団体 太田手話サークルぐみの木会

（備品整備 学習用ノートパソコン）

■任意団体 太田に冒険

遊び場をつくる会 

（事業経費 子どもがつくる子ども食堂 ） 

令和６年度一般募金目標額 

２２，４０４，３００円 
（地域配分 11,203,000円） 

地域配分計画 

区 分 件数 配分額（円） 

１ 備品整備配分 ６ 1,500,000 

２ 事業経費配分 ４ 800,000 

３ 運営費配分 ４ 120,000 

４ 赤い羽根文庫購入配分 ６ 450,000 

５ 社会福祉協議会配分 ４ 6,146,000 

６ その他 1 2,187,000 

合 計 11,203,000 

 太田市の共同募金は、上記推進計画を目標に募

金活動を展開します。

～共同募金Ｑ＆A～ 
Q .なぜ、共同募金が必要なのですか？ 

A. 急速に少子・高齢化が進行するなかで、住民

の社会福祉に対する意識も変化してきています。

NPO 法人やボランティア団体の活動にみられるよ

うに、多くの人々が単に公的な社会福祉制度の充

実を求めるだけでなく、住民みずからが主体的に

社会福祉課題に取り組む試みが増えており、民間

社会福祉活動が活発になっています。

このような状況のなか、共同募金運動では「自

分の町をよくするしくみ。」をテーマに住民相互

の助け合いを財政面から支援し、地域福祉の発展

と充実を推進する役割を担っています。

太田市共同募金委員会 

〒373-0817 太田市飯塚町１５４９ 太田市福祉会館内 TEL：０２７６－４６－６２０８ 

共同募金のつかいみち 
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